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 第 10 回ＰＲプランナー資格 日 時 ： 5 月 13 日（日） 10：20～ 
検定 2 次試験 会 場 ： 学習院大学 目白キャンパス 南 3 号館（東京） 

   大阪社会福祉指導センター ４Ｆ（大阪） 
    
 広報ＰＲアカデミー2012 日 時 ： 5 月 16 日（水）・6 月 14 日（木）  19：00～21：30 
 専門・応用コース 会 場 ： ㈱博報堂東京本社 会議室 
  「広報・ＰＲプロジェクト    

最新事例セミナー」    
    
 広報ＰＲアカデミー2012 日 時 ： 5 月 22 日（火） 19：00～21：00 
 専門・応用コース 会 場 ： 六本木アカデミーヒルズ 49「オーディトリアム」 
  「ソーシャルメディア実践講座」    
    
 第 21 回ＰＲスキル研究会 日 時 ： 5 月 24 日（木） 17：00～ 

（ＰＲ業部会） 会 場 ： ㈱オプト 会議室 
 講 師 ： ㈱オプト 代表取締役ＣＥＯ 鉢嶺   登氏 
   同   シニアコンサルタント 田村 憲孝氏 
 テーマ ： 「マーケティング視点で見た三大ソーシャルメディアの活用法」 
    
 第 140 回定例研究会 日 時 ： 5 月 31 日（木） 12：00～ 
 会 場 ： 六本木アカデミーヒルズ 49「カンファレンスルーム 1＋2」 
 講 師 ： テレビ東京 報道局 ニュースセンター デジタル編集担当部長 
                          鈴木 宏昭氏 
    
 企業部会フォーラム メディア研究会 日 時 ： 6 月 11 日（月） 18：30～ 

（企業部会） 会 場 ： 六本木ヒルズクラブ 
 講 師 ： 日本航空㈱（ＪＡＬ） 広報部長 溝之上 正充氏 
   同  顧客戦略部推進グループ グループ長 浅香 浩司氏 
  テーマ ： 「ダイレクトメディア Facebook の活用事例を 
   ＪＡＬ企業広報の先進事例に学ぶ」(仮) 
 

 

通 常 総 会 開 催 
 

日 時 ： 2012 年 5 月 30 日（水） 

       通常総会 17：00～ ／  懇親パーティ 19：00～ 

会 場 ： 六本木アカデミーヒルズ 49    

          通常総会   「スカイスタジオ」 

          懇親パーティ 「タワーホール」 

予 告 
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 定例理事会（5月度） 日 時 ： 5月 9 日（水）   12：00～14：00 

 場 所 ： 六本木ヒルズクラブ 

    

組織委員会（5月度） 日 時 ： 5月 17 日（木）  14：30～16：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

国際委員会（5月度） 日 時 ： 5月 18 日（金） 12：00～14：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

教育委員会（5月度） 日 時 ： 5月 8 日（火）   17：00～18：30 

 場 所 ： 協会会議室 

    

広報委員会（5月度） 日 時 ： 5月 28 日（月）   17：00～18：00  

 場 所 ： 協会会議室 

    

 出版委員会（5月度） 日 時 ： 5月 23 日（水）   17：00～19：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

 顕彰委員会（5月度） 日 時 ： 5月 16 日（水）   12：00～14：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

 資格制度委員会（5月度） 日 時 ： 5月 24 日（木）   12：00～14：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

 ＰＲ業部会幹事会（5月度） 日 時 ： 5月 17 日（木）   16：00～18：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

 ＩＴ委員会（5月度） 日 時 ： 5月 18 日(金)    17：00～18：30 

 場 所 ： 協会会議室 
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(公社)日本パブリックリレーションズ協会 

    副理事長   山田 悦朗 
 

 

2008 年から本ＰＲ協会の活動をご一緒させていただいている。定例研究会やＩＴ委員会、また

企業部会の皆さんといろいろ活動する中で、今、広報の抱える課題について勉強させられたり、

また新たな課題を認識したり、ＰＲ協会での活動は自分の仕事を振り返る場にもなっている。こ

のところ考えていることをランダムに。 

 

①ＳＮＳ 

まずＰＲ協会のセミナーが大人気なことでおわかりのように、ＳＮＳをどうしていくか。社

員が勝手な振る舞いをしてリスク案件にならないように、先行他社の事例を勉強させていた

だきながらとりあえずは「ＳＮＳ利用規約・ガイドライン」なるものを社内関係部門と作っ

たはいいが、まだ広報としては本格的に利用するに至っていない。社内製品・サービスの販

売推進部門や運動部などでは、マーケティング活動やファンへの情報提供手段として利用が

始まっているが、まだ効果の程は聞いていない。紙の時代からＷｅｂ出現の時にも広報手法

は変わったが、今回のＳＮＳは新たな媒体かチャネルか、広報としての利用可能性に思いを

巡らせている。引き続き今年予定されているＰＲ協会の先行利用者を招いての「ソーシャル

メディア実践講座」が待たれる。 

②コミュニケーション 

広報部門のミッションとしては、内外ステークホールダーに正しい情報を発信し、会社に対

し正しい認識を持ってもらい、イメージアップやビジネス促進に貢献し、それによって最終

的に企業価値を上げていくことであろうが、この情報の発信（コミュニケーション）がいま

は単に広報部門の専科ではないこと。宣伝広告はもとより、上記のＳＮＳあり販売促進イベ

ントあり、ブランド活動ありＣＳＲ活動あり。社外への発信だけではなく同時に行われる社

内従業員へのトップのメッセージ発信でも、紙媒体あり社長ブログあり。わが社の場合はそ

れぞれが別の担当部門だったりして、エクスターナル／インターナル、コーポレート／マー

ケティング、国内／海外、様々なコミュニケーションの同時調和をどう図っていくかが課題。

これも今年の教育委員会「プロフェッショナル」「スキルアップ」シリーズの各講座に期待し

ている。 

③グローバル 

会社の活動が（やっと本格的に）グローバル化し始めるととたんに、自部門含めてコーポレ

ート部門が“まるドメ”に近い会社は、海外での外部メディア対応、インターナルコミュニ

ケーションの両方の至らなさを痛感する。海外グループ会社のマーケティングコミュニケー

ション活動をどうガバナンスしていくか、国内ではあふれている部門トップメッセージや事

業方針の類をどう英文化してグループ外国人社員と共有していくか。広報内に英語ネイティ

ブ社員を増やしたからといって解決する問題ではない。企業部会「広報活動研究会」での議

論や国際委員会の先輩方との情報交換でそのあたり勉強できれば、と思っている。 

 

悩みは尽きないが、一方日々新たな情報に接し、新たな出会いを経験することができる広義の

ＰＲの仕事の面白さもまた、尽きない。 

 
 

2012 年度のＰＲ協会活動に期待する 
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【重 要】 

 

 

公益社団法人になって初の通常総会を 5 月 30 日（水）六本木アカデミーヒルズ 49「スカイス

タジオ」で開催いたします。 

 今回の総会議事は、第 1号議案「平成 23 年度事業報告の件」、第 2号議案「平成 23 年度収支決

算報告並びに監査報告の件」、第 3号議案「新役員選任の件」の 3つの決議事項と 2つの報告事項

「平成 24 年度事業計画」及び「平成 24 年度予算の件」からなっております。 

 

5 月 14 日（月）に、法人正会員、個人正会員Ａ及びＢの皆様には「通常総会招集通知」をお送

りいたしますので、ご確認いただき、ご出席いただける正会員の皆様は、当日会場の受付におき

まして、ご返信いただいた出欠届を基に作成いたしました名簿と照らし合わせますので、必ず出

欠届の事前ご送付をお願いいたします。 

また、当日ご出席願えない場合は、同封いたしました議決権行使書にご記入の上、平成 24 年 

5 月 29 日(火)（必着）までに議決権を行使してくださいますようお願い申し上げます。 

 

「通常総会招集通知」及び「議決権行使書」は平成 23 年度の正会員（平成 24 年 3 月 31 日まで

会員の方々）にお送りいたします。これは「総会運営規則」第 4条（議決権行使に関する基準日）

「事業年度（平成 23 年度）の末日現在における正会員を議決権を有する正会員とする」によりま

す。既に 3月 31 日で退会届を提出されている皆様にもお送りいたしますので、出欠のご連絡並び

にご出席願えない場合は議決権行使書をお送りくださいますようお願い申し上げます。 

 

 通常総会終了後、懇親パーティが開催されます。 

懇親パーティには法人正会員及び個人正会員Ａ・Ｂの会員はもとより、個人賛助会員・特別会

員の皆様もご参加いただけますので、お送りいたしましたご招待状にご記入の上、郵送またはメ

ールまたはＦＡＸでご返信いただければ幸いに存じます。 

 

 多くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

 

日 時 ： 平成 24 年 5 月 30 日（水） 

通常総会  17：00～ ／ 懇親パーティ 19：00～ 

場 所 ： 六本木アカデミーヒルズ 49 

 「スカイスタジオ」（通常総会）／「タワーホール」（懇親パーティ） 

 

 
 

 

 
 

公益社団法人 

日本パブリックリレーションズ協会 

「第 1回通常総会」開催のご案内とお願い 
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先月号でもご紹介いたしましたが、来たる 5月 16 日（水）と 6月 14 日（木）の 2回にわたり、

「ＰＲアワードグランプリ 2011」において「グランプリ」及び 4部門の「最優秀賞」を受賞した

プロジェクトの概要を公開する「広報・ＰＲプロジェクト最新事例セミナー～ＰＲアワードグラ

ンプリ表彰企業の取り組みに学ぶ」を開催いたします。会場は、両日とも株式会社 博報堂本社 会

議室（東京都港区赤坂 5丁目 3番 1号 赤坂 Biz タワー）、午後 7時より開始します。 

当協会会員及びＰＲプランナー資格取得者の聴講料は 2,100 円、一般は 3,150 円です（いずれ

も消費税込）。その他講座の詳細と受講申込みは以下の協会 Web サイトをご参照ください。 

http://event.prsj.or.jp/event/advanced/case_study 

優れた広報・ＰＲプロジェクトから学ぶ貴重な機会です。皆様のふるってのご参加をお待ちし

ております。 

  

日 時 会  場 時刻 内        容 講演会社・団体 

5 月 
16 日 
(水) 
19:00
～

21:40 
 
 

㈱博報堂 
東京本社  
会議室 

19:00 ご挨拶/「ＰＲアワードグランプリ 2011」について 顕彰委員会 

19:10 
●マーケティング・コミュニケーション部門最優秀賞 
「江崎グリコ 『「アイスの実」キャンペーン 2011ＰＲ活動』 

㈱電通 関西支社／ 
㈱電通パブリックリレーション
ズ関西支社 

19:35 
●ソーシャル・コミュニケーション部門最優秀賞 
『被災地 石巻へ食糧配給拠点立ち上げ ～東日本大震
災直後からの支援活動～』 

セカンドハーベスト 
ジャパン 

20:00 

●イノベーション部門最優秀賞 
『「マーケティング 3.0＝世の中と企業とが価値を共創する
時代」のＰＲ発想からの統合コミュニケーションプログラム 
「ヴィクトリーイレブンプログラム」』 

㈱博報堂 
 

20:25 休憩  

20:35 質疑応答 講演者全員 

20:50 
講評と講演/最近の広報・ＰＲトレンドと「ＰＲアワードグラ
ンプ 2011」における表彰事例の意義（仮題） 

江戸川大学 教授  
日本広報学会 理事長 
濱田 逸郎氏 

21:30 「ＰＲアワード 2012」の実施について 顕彰委員会 

6 月 
14 日 
(木) 
19:00
～

21:30 
 

㈱博報堂 
東京本社  
会議室 

19:00 ご挨拶 顕彰委員会 

19:10 
●コーポレート・コミュニケーション部門最優秀賞 
『宇都宮市都市ブランド戦略プロジェクト 宇都宮プライド 
～100 年先も誇れるまちを、みんなで～』 

㈱オズマピーアール 
宇都宮市ご関係者 

19:40 
●ＰＲアワード 2011 グランプリ 
『議会広報紙のイノベーション ～さいたま市議会「ロクマ
ル」の挑戦～』 

㈱電通パブリックリレーション
ズ 
さいたま市ご関係者 

20:10 休憩  

20:20 質疑応答 講演者全員 

20:40 
講評と講演/最近の広報・ＰＲトレンドと「ＰＲアワードグラ
ンプ 2011」における表彰事例の意義（仮題） 

ブレーメンコンサルティング
㈱代表取締役 岡本享二氏 

21:20 「ＰＲアワード 2012」の実施について 顕彰委員会 

「広報・ＰＲプロジェクト最新事例セミナー」開催迫る 

5 月 16 日開催分を協会Ｗｅｂにて聴講受付中 

広報ＰＲアカデミー2012  

教育委員会・顕彰委員会 

■「広報・ＰＲプロジェクト最新事例セミナー」プログラム 

 ●お知らせ

 



- 6 - 

 
近年、日本国内でソーシャルメディアが一気に浸透し、企業広報の在り方も大きく変化しよう

としています。企業発の情報はマスメディアを介さなくとも、ソーシャルメディア上で情報拡散

され、多くの生活者にシェアされるようになりました。公的な情報でなくとも、企業から社会に

向けて発信された情報は、すぐにパブリックなものになります。それにともないソーシャルメデ

ィアを介した広聴機能の重要性も指摘されています。 

いまや広報部門という専門部署だけが社会との接点を持つのではなく、企業の社員一人ひとり

が、企業人としてまた生活者の一人として、様々なコミュニティを形成し、その時々の場面に応

じたコミュニケーションを行なっています。 

企業を取り巻く環境変化にともない、組織全体でソーシャルメディアの運用に取り組む必要性

が生じてきました。また、ソーシャルメディアの影響力が増すにつれ、ソーシャルメディアへの

理解不足や誤った運用に起因するリスクも増大しています。 

そこで、今回は「ソーシャルメディア運用のためのインナーコミュニケーション」と題して、

ソーシャルメディアの円滑な運用に欠かせない社内教育やリスク管理、広聴体制の整備について、

具体的な取り組み事例を紹介しながら討議をしてまいります。 

なお、本セミナーでは、ソーシャルメディアをテーマにしたセミナーに相応しい枠組みとして、

Ustream による映像配信など来場者以外の方々にも聴講いただける形態を取らせていただいてお

ります。 

 

日   時 2012 年 5 月 22 日（火） 19:00～21:00   ※開場 18:30～ 

会   場 六本木アアカデミーヒルズ 49Ｆ「オーディトリアム」 

〒106-0032 東京都港区六本木 6-10-1 六本木ヒルズ森タワー49Ｆ （地図） 

※本会場では無線ＬＡＮがご利用いただけます。 

パネリスト 小川 一 氏 （毎日新聞社 コンテンツ事業本部次長兼「教育と新聞」推進本部長） 

関口 良幸 氏 （デル㈱ 広報本部 シニアマネージャー） 

豊岡 隆行 氏 （㈱ベネッセコーポレーション 教育事業本部 副本部長） 

コーディネーター 鶴野 充茂 氏 （ビーンスター㈱ 代表取締役、(公社)日本パブリックリレーションズ協会 理事） 

受講料（税込） 一般 ： 7,350 円 

ＰＲプランナー資格取得者（准・補含む） ： 5,250 円 

日本ＰＲ協会会員 ： 5,250 円 

定   員 140 名 ※定員になり次第締め切らせていただきます 

申込期間 5 月 18 日（金）14:00 まで ※定員になり次第締め切らせていただきます 

そ の 他 本講座は、セミナー／イベントホームページ、トップページの Ustream 配信画面を通じて、一般へ

の公開生放送を予定しております。 

 

詳細・お申込みは、 

セミナー／イベントホームページ → 専門・応用コース → ソーシャルメディア実践講座 

http://event.prsj.or.jp/event/advanced/social_media 

 

「広報担当者のためのソーシャルメディア実践講座」

（第 5 回） 5 月 22 日開催 
今回のテーマは 

「～ソーシャルメディア運用のためのインナー対策～」 

広報ＰＲアカデミー2012 

教 育 委 員 会

 
 ●お知らせ
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ＰＲプランナー３次試験対応講座を開講 

来る 6月 6日より六本木・アカデミーヒルズにて 

 

資格取得者 1200 人を超え、ますます人気の高まるＰＲプランナー資格制度。最難関の 3次試験

突破をめざす受験者の取組みを支援する「ＰＲプランナー3 次試験対応講座」を、今年も来る 6

月 6日（水）より 6週間 6回にわたって六本木・アカデミーヒルズにて開講します。 

本講座は、ＰＲプランナー認定 3 次試験の内

容となるニュースリリースの作成や広報・ＰＲ

計画の立案法について 6 回にわたる講義と実習

を通じて集中的に習得することを目的としてお

り、3次試験の受験準備として最適です。講座で

は、プレスリリースの作成、マーケティング分

野における広報・ＰＲ計画の企画立案、コーポ

レート分野における広報・ＰＲ計画の企画立案

の 3 分野を 2 週にわたる講義と演習を通して履

修します。昨年 12 月に開講した講座では 40 名

以上の受験者が本講座を受講しており、1月下旬

に実施された第 9 回 3 次試験では集中的な学習

を行った多くの受講者が合格の栄冠を手にしました。 

また、インターネットを活用した動画配信による遠隔地等からの履修、データのアーカイブに

より時と場所を選ばない講義の再履修を可能としたライブストリーミング「Watershed（ウォータ

ーシェッド）」による Web 受講サービス（視聴期間限定）について、今回も提供いたします。 

 

7 月下旬には、第 10 回 3 次試験の実施を予定しており、受験者を主な対象として下記要領に

て本講座を開講します。講座の詳細と受講申込みは以下の協会 Web サイトをご参照ください。 

http://event.prsj.or.jp/event/prp/3rd_exam 
 

■ＰＲプランナー認定 3 次試験対応コースの概要 
日  程 講座テーマ 講 座 概 要 講 師 受講料 申込締切 

6 月 6 日・ 

6 月 13 日 

「 合 格 す る

ニ ュ ー ス リ

リースの作

成法」 

課題に基づくニュースリリー

スの作成に必要な知識、ス

キルを講義と演習で学ぶ 

田代 順 氏  

（㈱ミラ・ソル/代表

取締役） 

会場受講＋

Watershed 視聴 

日本ＰＲ協会会員

社員 31,500 円 

ＰＲプランナー（准・

補）取得者  

42,000 円 

一般 47,250 円 

Watershed  

視聴のみ 

 会員・ＰＲプランナ

ー・一般とも 

31,500 円 

会場受講＋

Watershed 

視聴 

6 月 1 日（金）

まで 

Watershed 

視聴のみ 

5 月 29 日

（火）まで 

 

6 月 20 日・ 

6 月 27 日 

「広報・ＰＲ
企画の立案
作 成 （ マ ー
ケ テ ィ ン グ
分野）」 

マーケティング課題に基づく

広報・ＰＲ計画の企画立案に

必要な知識、スキルを講義と

演習を通じて学ぶ 

赤坂幸正 氏 

（㈱インテグレート/

ダイレクター） 

7 月 4 日・ 

7 月 11 日 

「広報・ＰＲ
企画の立案
作 成 （ コ ー
ポ レ ー ト 分
野）」 

コーポレート課題に基づく広

報・ＰＲ計画の企画立案に必

要な知識、スキルを講義と演

習を通じて学ぶ 

岡本純子 氏 （（㈱

電通パブリックリレ

ーションズ/シニア

コンサルタント） 

日本ＰＲ協会会員社員の受講料は、法人正会員社員、もしくは個人正会員ご本人様のみとなります。 

 

教 育 委 員 会 

広報ＰＲアカデミー2012 

 ●お知らせ
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第 11 回ＰＲプランナー資格認定検定試験 1 次試験（実施：8 月 26 日(日)）では、東京・大阪

以外での各地域での開催希望の声に応え、第 8回に引き続き北海道にて、「ＰＲプランナー資格認

定制度／検定第 1次試験」を実施します。 

日本ＰＲ協会が認定する「ＰＲプランナー資格認定制度」は、広報・ＰＲの業務に求められる

専門的な知識やスキル、職能意識等を検定し資格として認定する、公益法人としてわが国唯一の

資格制度です。検定試験は第 1次から第 3次にわたり、さらに面接試験を経ることにより、広報・

ＰＲに関する高い専門能力の保有を認定する「ＰＲプランナー」資格を取得することができます。

本制度は 2007 年より発足しすでに 10 回の試験を実施、難関を突破し資格を取得した 1,205 名の

ＰＲプランナーが一般企業、ＰＲ会社、政府機関や自治体等で活躍しています。 

受験予約申込は、6 月 1 日（金）からとなっておりますが、定員に達し次第締め切らせていた

だきますので、予めご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 

ＰＲプランナー資格認定制度／検定第 1 次試験 札幌会場 実施概要 

試 験 日 2012 年 8 月 26 日（日）   [東京会場、大阪会場と同日実施] 

会    場 北海道建設会館（札幌市中央区北 4 条西 3－1、ＪＲ札幌駅南口から徒歩 3

分） 

募 集 定 員 札幌会場の最少実施人数は 20 名となります。 

※札幌会場での受験者が、20 名に満たない場合は、受験料のご返金、もし

くは東京・大阪いずれかの会場に変更となりますので、予めご了承ください。

受験応募・申込方

法 

資格制度ホームページで受験予約を行った上で申込書を郵送 

受 験 予 約 期 間 2012 年 6 月 1 日（金）～ 2012 年 7 月 13 日（金） 

申込書送付期間 2012 年 6 月 4日（月）～ 2012 年 7 月 20 日（金）＜必着＞ 

 
 

 ●お知らせ

 

第 11 回「ＰＲプランナー資格認定検定試験」 

１次試験受験予約申込は 6月 1 日（金）から！ 

資 格 制 度 委 員 会 

東京会場 大阪会場 札幌会場 
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去る 4月 13 日・16 日・17 日、協会で

は本年度の「広報ＰＲアカデミー」の皮

切りとして、「広報・ＰＲ基礎講座」を 3

日間にわたり六本木アカデミーヒルズ

にて開講しました。 

 

「広報・ＰＲ基礎講座」は、広報・Ｐ

Ｒに関する基本的な知識やスキルを、新

任や新入社等によって着任された比較

的業務の経験の浅い方々に習得してい

ただくことを目的に開講する研修講座

です。昨年度まで「広報ＰＲ入門講座」

の名称のもとに開講していましたが、今

期は講座内容を全面的に見直し 3日間の

「広報・ＰＲ基礎講座」として新たに企

画したものです。 

 

開講にあたっては、広報・ＰＲの新任

担当者が常識として備えるべきパブリッ

クリレーションズの基礎理論や広報・Ｐ

Ｒ計画の立案、メディアの特性や倫理や

心構えなどの理解をはかるとともに、ニ

ュースリリースの作成やメディアリレー

ションズなどの基本的な実務スキルを短

期間で効果的に習得できるよう考慮して

プログラムを作成しています。特に今年

度は、著作権をはじめとして日常的な業

務に不可欠な広報・ＰＲに関連した法律知識、広報・ＰＲの業務において今なお重要な位置を占

めるインターナル・コミュニケーション（社内広報）についての講義を導入し、企業や団体等の

ニーズに応えました。 

 

3 日間の講座には、連日、会場を埋める 60 名近い受講者が参加しました。会場は熱気に溢れ、

真剣な面持ちで講義に聞き入り、積極的に講師に質問を行う受講者の姿が印象的でした。 

講座終了後のアンケートからは、”広報・ＰＲについて業界の先輩、専門家の方々の考えを聞

くことができ有益だった”、”基礎知識として理解しておくべき内容や実践的な技法等、広報・

ＰＲの初心者に必要な内容が網羅されていてよかった”等、受講の成果を評価する声をいただい

ております。広報・ＰＲの若手実務者として、受講者の今後の活躍が多いに期待されます。 

 

 

「広報・ＰＲ基礎講座」 を開講 

新任の広報・ＰＲ担当者など約 60 名が受講 

広報ＰＲアカデミー2012 

教 育 委 員 会 
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今年 1月に実施された第 9回ＰＲプランナー資格検定 3次試験の合格者 96 名の方が、3月に行

われた書類審査を経て、ＰＲプランナーの資格を取得されました。 

ここに、長期間にわたるご奮闘に敬意と祝意を表してご氏名を公表させていただきますととも

に、今後のさらなるご研鑽とご活躍を期待いたします。 

 
 

2011 年度後期(第 9 回) ＰＲＳＪ認定ＰＲプランナー 
（50 音順／敬称略） 

◇個人名、所属団体・企業名で掲載了承をいただきました方 

 

青木 浩一 (㈱電通パブリックリレーションズ)  明石 瑠美 (西村あさひ法律事務所) 

網盛 美紀 (小林製薬㈱)                      五十嵐 規裕 (㈱コミュニケーションデザイン) 

池上 翔 (㈱電通パブリックリレーションズ)    内田 れんか (ソフトバンク・テクノロジー㈱) 

江藤 将二 (まち塾コミュニティ)              江原 憲一 (㈱ＮＴＴデータ) 

大澤 允之 (㈱電通)                          大屋 勝海 (㈱セガ) 

岡田 充功 (㈱ニチレイフーズ)                荻原 俊明 (㈱クオラス) 

小倉 典子 (㈲サンク・コミュニケーション)    川越 慶太 (㈱野村総合研究所) 

川畑 麻衣子 (㈱ふくおかフィナンシャルグループ) 河原 有希子 (㈱内外切抜通信社) 

小寺 志津 (ピジョン㈱)                      後藤 章宏 (㈱ＮＴＴデータ) 

小林 愛 (㈱電通北海道)                      小山 裕司 (小林製薬㈱) 

佐藤 勇一郎 (㈱ＮＴＴデータ)         重松 瞳 (㈱ジェイアール西日本コミュニケーションズ)  

渋谷 和徳 (ジヤトコ㈱)           清水 洋克 (戸田建設㈱)                       

鈴木 由香 (学校法人工学院大学)       高橋 一教 (岩手県立大学)                     

高橋 沙矢香 (㈱ＮＴＴデータ)        種村 尚彦 (㈱アサツー ディ・ケイ)            

津守 真紀 (シナネン㈱)           出張 宏明 (㈱電通)                           

戸張 元宏 (小林製薬㈱)           萩生田 貴久美 (社会医療法人母恋日鋼記念病院)    

服部 憲 (凸版印刷㈱)            稗田 展大 (太陽生命保険㈱)                   

深澤 朋子 (トレンダーズ㈱)         藤原 海人 (埼玉県)                           

牧野 真由子 (大日本印刷㈱)         松尾 涼子 (㈱日本能率協会コンサルティング)   

真鍋 順子 (㈱リブセンス)          三浦 隆志 (㈱シースリー・ブレーン)           

三宅 伸子 (㈱ＮＴＴデータ)         森下 真千子 (㈱星野リゾート)                 

森田 浩成 (㈱ポジション)          山口 真侑 (トレンダーズ㈱)                   

山﨑 祐一郎 (㈱日商社)           山本 健一 (㈱セブン銀行)                     

梁 寛樹 (ＴＯＴＯ㈱) 

 

◇個人名、所属団体・企業種別で掲載了承をいただきました方 

 

猪狩 優 (ＰＲ関連会社)                      岩渕 仁志 (各種団体) 

浦井 正浩 (一般企業(その他の部署))          大島 久美 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

大西 克之 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署))    岡崎 裕美子 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

 ●活動報告

 

第 9 回「ＰＲプランナー資格認定検定試験」 

96 名のＰＲプランナーが誕生し、累計 1,202 名に！

資 格 制 度 委 員 会 
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荻野 毅 (自治体・行政機関)                  倉辺 喜之 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

佐藤 さゆり（その他）            白鳥 文絵 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署))   

末永 亜希子 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 中原 大輔 (ＰＲ関連会社)  

長見 綾子 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署))  新見 朋子 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署))     

吉田 智子 (一般企業(その他の部署)) 

 

 

◇所属団体・企業名で掲載了承をいただきました方 

 

㈱インテグレート…女性 1名                  ＮＥＣ…男性 1名 

ＮＴＴコムウェア㈱…女性 1名                ㈱オリコム…男性 1名 

共同ピーアール㈱…男性 1名                  ㈱世界文化社…女性 1名 

都市再生機構…男性 1名                      ㈱野村総合研究所…女性 1名 

ピジョン㈱…女性 1名                        ユニプレス㈱…女性 1名 

ワールドピーアール㈱…女性 1名        

 

 

◇所属団体・企業種別で掲載了承をいただきました方 

 

ＰＲ関連会社…女性 1名 

一般企業(広報・ＰＲ関連部署)…男性 3名 女性 8名 

一般企業(その他の部署)…男性 1名 女性 1名 

各種団体…女性 1名 

自治体・行政機関…女性 1名 

 

 

※上記ＰＲプランナーの皆様には、事前に掲載の承諾を得ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●活動報告

 



第 5 回「広報活動研究会」開催報告

　京王電鉄株式会社 訪問 および

　　井の頭線 富士見ヶ丘車両基地 訪問見学研修

企　業　部　会

●活動報告

　“花の香を　風のたよりに　たぐへてぞ　鶯さそ　ふしるべにはやる”
の一句が聞こえてきそうな桜満開の穏やかな金曜日の午後、今回の企業活動研究会は、井の頭
線　富士見ヶ丘駅を神田川沿いに進んだ「京王電鉄　富士見ヶ丘車両基地」にて開催されました。
　車両基地に入り、最初に目にするのは所狭しと並んだ色とりどりの井の頭線。今回は京王電
鉄の取り組みの地域との共生プログラムを学び、実際の車両点検を見学します。
井の頭線は渋谷と吉祥寺の 12.7kmを 20分弱で結ぶ 5両編成の鉄道で、元は帝都電鉄の路線。
他の京王線では線路は標準軌ですが、井の頭線では狭軌なのが特長。
　まず京王電鉄グループ、および京王井の頭線について、京王グループの理念や、地域との共
生プログラムの目的から、考え方、共生プログラムの事業、ＣＳＲ活動の具体的な取り組みを、
京王電鉄 広報部長 武井 良仁氏より伺いました。印象深かったことは、沿線価値向上を目的と
した信頼のトップブランドを目指した取り組みとして、地域環境保全に積極的に取り組みや、
地域社会・行政・株主・社員すべてのステークホルダーとの誠実な関係づくり、さらに、沿線
の顧客にとって暮らしやすい街づくりの一環として保育所の運営がありました。また、共生プ
ログラムの１つに「高尾山峰中修行」があり、こちらは高尾山薬王院で子供たちが座禅、写経、
法話、水行など普段体験できない 1泊 2日の体験修行を通して、新しい友達つくりや、自然に
触れて心に残る思い出をつくることが目的ですが、過去に武井氏も水行をされたとのこと。そ
の水の冷たさを語られた際、思わず同情してしまいした。
　講義はつづき、井の頭線の取り組みについて、車両電気部 梁瀬 哲夫氏よりお話を伺いました。
井の頭線（京王線を含む）では、バリアフリーを目的に、駅と車両の両方から取り組まれています。
まず駅バリアフリーとして、エレベーター、だれでもトイレ、幅広改札機、触知案内図、音声
音響案内、階段の明度、点字ブロックと内方線つき点状ブロック、旅客案内ディスプレイ、行
き先案内板の整備が進んでおり、車両のバリアフリーとしては、外装面の大型フルカラーＬＥ
Ｄ行先表示器、大きくて見やすい車内液晶画面、車いす用の渡り板、ホームと車両の段差縮小、
車両内車いすスペース、ドア上の点字による表記、ドアチャイム音、おもいやりゾーンの整備

があります。
　また、さらなる安全性・サービスの向上とし
て、全車ＡＴＣ（自動列車制御装置）の整備や
ホームドアの設置を推進しています。ちなみに
ＡＴＣは京王線全線ではすでに 2011 年 10月
に導入完了（京王相模原線は 2009 年度に導入
済み）し、井の頭線は 2012 年度の導入に向け
工事を継続しています。
　京王線および相模原線では、調布駅付近の連
続立体交差事業として 2012 年度に鉄道の地下
化切り替えを予定しています。これにより柴崎
駅～西調布駅までにある踏切 18カ所を除去す
ることとなります。
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　次に、いよいよ車両区に移動し、点検を終え
た車体を、整備され新品同様になった台車に載
せる作業を見学します。富士見ヶ丘車両基地内

の検車区は、一般的な検車区と比べるとやや小さめな施設
ですが、施設内の機材は新しく、またきれいに整頓されて
いるため、検車区の中に入ると十分な広さがあることがわ
かります。
　載せ替え作業は、天井に設置された 28 トンクレーンで
車両の前後２カ所をつかみ、非常にゆっくりした速度で車
両を持ち上げます。次に台車の上まで横移動した後、静止
させ、ゆっくりした速度で徐々に車両を下していきます。
ある程度、車両と台車が接近したところで、責任者より「待
て！」の指示が。そこから検査作業員が責任者に報告をし
て、責任者がクレーンオペレーターに指示を出します。「渋
谷下げ～！」、「吉祥寺下げ～！」構内では、車両を前後で
呼ぶのではなく、進行方向となる「渋谷」、「吉祥寺」の名

称で指示が出されます。今回の載せ替え作業と
なる車両はパンタグラフ付の動力車なので、接
続にはさらに慎重を期します。作業開始から約
10 分後、渋谷側、吉祥寺側両方の台車に車両が
ガッチリと固定され、終了となりました。

　続いて、外装清掃作業として、清掃作業中の
列車に乗り、列車が洗車機で洗われるのを車内
から見学し、富士見ヶ丘車両基地は終了となり
ました。

　最後となりましたが、今回、富士見ヶ丘車両
基地にご尽力いただきました京王電鉄 広報部の皆様、車両区の皆様、
また、企業部会幹事の皆様、本当にありがとうございました。深くお
礼申し上げます。

　企業部会では、年に
数回、企業の広報活動
の研究を目的に、企業
の広報の現場を見学し、
業務に役立てていく取
り組みをしております。
皆様の今後のご参加を
お待ちしております。
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2012 年 3 月 15 日、2011 年度「ＰＲ業カンファレンス」が㈱アサツー ディ・ケイ 11Ｆラウン

ジにて行われました。 

「ＰＲ業カンファレンス」はＰＲ業部会の主催でＰＲ会社・ＰＲ関連会社会員が年に一度情報交

換と懇親を深める目的で企画されました。昨年も予定されていましたが、実施直前の東日本大震

災により残念ながら中止となり、今年度が初の開催となりました。 

当日は期末にもかかわらず、森理事長、石松副理事長をはじめ、ＰＲ業部会メンバー、会員各

社から 44 名が参加しました。 

大石部会長から 2011 年度の活動報告、また 2012 年度の活動計画の中で「ＰＲ業近未来予測研

究会」についての活動説明後、特別講演としてブルーカレントジャパン㈱ 代表取締役 本田 哲也

氏をお迎えし『2012 年戦略ＰＲ考～「空気づくり」のこれまでとこれから～』をテーマに講演を

していただきました。 

 

 

                                     
 

第 20 回ＰＲスキル研究会は 4 月 12 日（木）会場を㈱内外切抜通信社 Ｂ－１ホールに移して

17：00～開催しました。講師は㈱内外切抜通信社 営業部長 前田 裕伸氏で、テーマは「メディア

露出調査と広報成果の関連性を考える」。参加者は 34 名。 

日本におけるクリッピングの歴史についての説明の後、同社の自主的な試みである、通常のメ

ディア露出調査に加えて、アンケート調査でターゲットの意識調査を行なうことにより、露出に

よる変化を把握し、広報活動を多角的に評価することの説明と結果の報告がありました。 

 セミナー後、同社のオフィスを見学する機会を得て、クリッピング業務の現場を見学し、あら

ためてクリッピングという専門業務の一端に触れてその認識を新たにした良い機会でした。 

 

 

 

 

 ●活動報告

 

2011 年度「ＰＲ業カンファレンス」開催報告 
Ｐ Ｒ 業 部 会 

第 20 回ＰＲスキル研究会 

「メディア露出調査と広報成果の関連性を考える」 

講師：㈱内外切抜通信社 営業部長 前田 裕伸氏 
  

Ｐ Ｒ 業 部 会 

会 員 限 定 
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第 138 回定例研究会は 3月 22 日（木）六本木アカデミーヒルズ 49 で開催しました。 

講師にテレビ東京「ワールド・ビジネス・サテライト」プロデューサー 大信田雅二氏をお迎え

し、、テーマは「夜の経済報道をリードするＷＢＳの制作方針 ～番組作りの実際と広報担当者へ

のアドバイス～」。有料参加者は 117 名。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

第 138 回定例研究会 

夜の経済報道をリードするＷＢＳの制作方針 
－番組作りの実際と広報担当者へのアドバイス－ 

講師：テレビ東京 報道局ニュースセンター   

ＷＢＳプロデューサー  大信田雅二氏  

 4 月号でもご案内しておりますが、日本ＰＲ協会では、「ＰＲプ

ランナー資格認定検定試験」（以下 ＰＲプランナー試験）で実

際に出題された問題を収録した『広報・ＰＲ資格試験 過去問題

集～ＰＲプランナー資格認定制度１次・2 次・3 次試験過去問題

集』を、本年 4 月 5 日に刊行いたしております。 

当協会では、会員向け優待として１部1,300円で頒布いたしま

す（書店では、定価 1,500 円＋消費税 75 円）。ただし、別途送料

がかかりますので、部数をまとめてお申込みいただくことをお勧

めします。 

購入のご希望がございましたら、事務局までお問合わせくだ

さい。 

TEL  03-5413-6760 

『広報・ＰＲ資格試験 過去問題集』の優待販売について 

会 員 限 定 
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エレクトロニック・ライブラリーは、2012年3月度の「話題のキーワード・ランキング」を発表

しました。 

これは、3 月に発行された新聞 96 紙・雑誌約 100 誌のうち、「ＥＬＮＥＴ」に登録されている

キーワード約 263 万語のヒット数の増減を数値化した「ＥＬトレンド指数」等をもとに「一般キ

ーワード」と「企業キーワード」に分けて分析したものです。 

 

「一般キーワード」と「企業キーワード」のＴＯＰ10 は以下の通りです。 

 
■ 2012 年 3 月度  ＥＬ一般キーワード ＴＯＰ10 

順位 
トレンド 

指数 キーワード 順位 
トレンド 

指数 キーワード 

１位 9.05 一体改革 ６位 4.16 核安全保障サミット 

２位 5.84 年金資産  ７位 4.06 発射実験 

３位 5.37 厚生年金基金  ８位 4.00 大飯原子力発電所 

４位 5.23 広域処理  ９位 3.94 企業年金 

５位 4.83 原子力規制庁 １０位 3.77 ストレステスト 

 

■ 2012 年 3 月度  ＥＬ企業キーワード ＴＯＰ10 

順位 
トレンド 

指数 キーワード 順位 
トレンド指

数 キーワード 

１位 8.80 ＡＩＪ投資顧問 ６位 1.73 ピーチアビエーション 

２位 3.97 アイティーエム証券  ７位 1.69 エアアジアジャパン 

３位 2.49 エルピーダメモリ  ８位 1.66 鴻海精密工業 

４位 2.06 関西電力  ９位 1.63 ジェットスター・ジャパン 

５位 1.95 マイクロン・テクノロジー １０位 1.60 ＳＵＭＣＯ 

  

 
※ＥＬＮＥＴホームページでは毎月の発表を週刊にバージョンアップした上で、 

 「ＥＬウィークリートレンド」として毎週水曜日に発表しています。 

 詳細は以下ご参照ください。 

 

http://www.elnet.co.jp/el/trend/index.html 

 

 

ＥＬトレンド指数で見るキーワード・ランキング 
2012 年 3 月度 
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＜コラム 関西の風＞ 

   

大阪に誕生する知的創造拠点 
 

(公社)日本パブリックリレーションズ協会 
関西支部 事務局長 

村田 貞博 
 

 

ＪＲ、阪急、阪神、地下鉄の 7 路線が乗り入れ、1 日平均乗降客数約 250 万人を誇る西日本最

大のターミナル、大阪･梅田。関西、大阪(伊丹)、神戸の 3 空港を抱え、国内･海外へのアクセス

も 1時間圏内という立地に、大規模都市開発プロジェクト「うめきた･グランフロント大阪」の建

設が進んでいる。大阪に残された「最後の一等地」ＪＲ大阪駅北側に広がる貨物駅（コンテナヤ

ード＝約 24 ヘクタール）の再開発事業で、現在、そのうち 7ヘクタールを先行開発中である。 

 

この事業はＡ、Ｂ、Ｃの 3 ブロックに 33～50 階建ての高層ビル 4 棟を建設、全体で 10 万人が

利用する大規模な街づくりである。ブロックＡ、Ｂはオフィス（述べ床面積約 23 万 7000 ㎡）と

商業施設(約 8万㎡)、外資系高級ホテルとサービスアパートメント（約 3万 9000 ㎡）の 3棟を建

設。またブロックＣは分譲住宅(高層マンション＝約 6 万 5000 ㎡）の構成で、街開きは来年春の

予定だ。 

 

このグランフロントの中核施設が先端技術の発信、企業や研究者の交流を目的とした「ナレッ

ジキャピタル」である。ブロックＢのビル 2 棟の地下 2 階から 13 階に入居、延べ床面積は 8 万

8200 ㎡。研究者やクリエーターらが集う会員制サロン「ナレッジサロン」、新製品をお披露目す

る｢ナレッジシアター｣（約 380 席）、最大 3000 人を収容できるコンベンションセンターなどを開

設。とりわけ目玉施設が地下 1階から 3階を占める「ザ・ラボ」。企業や研究者の先端技術・や研

究成果を出展する「すごラボ」、大人から子供まで未来技術を実地体験できる「世界一ラボ」、さ

らには旬の食材にこだわった“ノミュニケーション”フロア「カフェラボ＋ステージ」などユニ

ークな施設づくりを進めている。 

 

運営会社、ナレッジキャピタル・マネジメントによれば、企業や大学、研究機関など約 40 社・

団体の入居が内定済みという。主なテナントは独立行政法人・情報通信研究機構、東京大学大学

院情報理工学系研究室、ＮＴＴ、大日本印刷、積水ハウス、鴻池技術研究所、大手前学園で、淀

川キリスト教病院といった異色の顔ぶれもあり、すでに 8 割強のフロアが埋まっている状況。ま

た韓国やシンガポールの機関に対しても拠点進出を交渉中だ。 

 

関西部会では 4 月 20 日、同施設の見学会を実施、32 名が参加した。隣接の梅田スカイビルか

ら開発地域を展望、またＣＧ技術を駆使したＤＶＤ映像紹介に続いて模型を交えた施設の紹介、

説明を受けた。メンバーからは「大阪にも感性と先端技術・研究の創造拠点が誕生」との感想が

洩れた。同地区では関西空港と 40 分で直結するＪＲ新地下駅も建設予定で、関西の知的新名所と

なるのは間違いなさそうだ。 

 

なお関西部会では、奥谷安規子事務局長が退任、4月から村田貞博が就任しています。 

これからよろしくお願い致します。 
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国際委員会委員からの国際的な視野でグローバルな意見・評論・読み物を 2 ヵ月に 1 回（年 6 回

程度）掲載いたします。 

 

 

                       国際委員会 委員長 

塚本 和子 

 
1. 概要 
 
 平成 24 年 3 月 23 日、外務省は「東日本大震災とメディアの役割 ― 内外メディアの視点」と

いうテーマの下、「国際ジャーナリスト会議 2012」を開催した。会議の議長を務めた、毎日新聞

社論説室 専門編集委員の布施 広氏は、「震災後の日本が抱える問題は多い。だが、このような

時こそ、メディアの存在が問われる。正しい情報を伝えるだけでなく、正しい方向に進むための

議論をリードしていくのがメディアの役割だと信じている」と、討議を総括した。 

 

※ 以下の内容は外務省のメールマガジンから抜粋しました。 

なお、内容に関しましては、外務省から許可を得ております。 

 

第 1 セッション「国内外の震災報道の検証」 

出石 直氏（ＮＨＫ） 

 日本唯一の公共放送であるＮＨＫは、全国に 460 台のロボットカメラ、14 機のヘリを配備して

おり、災害報道体制は、機材、人員、予算等、世界でも例外的な規模である。しかしながら、我々

の報道には限界があり多くの反省も残った。何より多くの人々の命を救えなかったし、原発の事

態をなかなか把握できず正確な情報を視聴者に提供できなかった。今回の災害は、高度情報社会

で起きた初めての巨大災害であり、既存メディアとソーシャルメディアの連携や役割分担、政府

や企業の情報発信のあり方なども課題となった。こうした教訓は国境を越えて共有されるべきだ。 

小笠原 裕氏（岩手日報） 

 被災地元メディアとして、地震発生直後の停電と交通混乱の中「とにかく新聞を出す」という

使命感で動き、災害協定を結ぶ秋田、青森の新聞社の協力により、翌日避難所に本紙を届けるこ

とができた。次に、避難所で被災者の写真や情報を収集して避難者名簿を作成、本紙掲載に加え

て他紙ウェブサイトにも掲載したところ、膨大な反響があり、活字メディアの大切さをかつてな

いほど感じた。被災地の復興はこれからが本番、報道も新たな決意を持って臨む。 

蘇 琦氏（中国） 

 災害報道においては、政府に対してあまりに協力的、或いは批判的であることを避け、中間点

を見出すように努力すべきだ。但し政府の側面ばかり強調すると被災者に「忘れられている」と

の印象を与えてしまう。むしろ被災地の生活、人々の助け合い、復興の進み具合なども重視すべ

きだ。第二には、異なる視点で報道すること。外国メディアの報道が異なるのは、彼らのメンタ

リティ、文脈で報道するからだ。例えば、被災地ではいまだがれき処理が行われている。何事も

早く進む中国からみれば、がれきから家族の品物をさがす、関係各所でコンセンサスをとりつつ

物事が進むことなど非常にわかりにくい。また、新幹線の耐震性を強調するよりも、もっと放射

能についての情報がほしいと考える。 

 

外務省が開催「東日本大震災とメディアの役割 

— 内外メディアの視点」 
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ロマン・ブディヤント氏（インドネシア） 

 今回の震災は当国でもＣＮＮ等を通じて非常によく報道され、津波や原発事故の映像は世界の

終末を想起させた。日本のメディア、政府、東電はこの危機に対応する術がなかったが、岩手日

報や東海新報は現場で最大限努力し、地元の人々の友として希望を届けた。当ジャワポス紙も震

災後二週間震災をトップニュースで扱い、自らのアチェ地震の辛い記憶に今回の原発事故も加わ

って大きく報道した。インドネシアでは生の状況を伝えることを第一に考えるが、日本メディア

の報道の仕方から「遺体を見せない」「希望を広める」という教訓を得た。日本とインドネシア

は同じ火山帯に位置する災害多発国として、より賢明な情報発信を各国メディアと共有したい。 

モハメド・アブドゥラティーフ・ショケール氏（カタール） 

 原発事故は地震・津波とは別の問題であり、メディア、政府から出される情報が錯綜、混乱し、

視聴者に不信感が募った。特に、原発事故について理解するための科学的な知識を持ち合わせて

いない一般国民に対し、分かりやすく事故を解説する情報が不足していた。外国メディアも迷い、

当社は東京の放射能レベルや水の汚染等の問題よりも、人々がどう助け合っているかの人道的側

面に焦点をあてた。当社は去年と同じ取材チームを派遣し、人々の生活や気持ちの変化について

報道しようとアプローチしたが正しかった。日本が世界に対して正確にこの経験を共有してほし

いと願うなら、できるだけ正確で多くの情報を迅速に英語で提供してほしい。今回の震災に関し

ては英語の資料が少なかった。 

キョン・ラー氏（米国） 

地震発生直後、東京から電話等でライブ放送を行った。同時に、視聴者が自分の携帯端末で撮

影した映像「i-report」が CNN.COM に怒涛のように送られてきた。その中から実際に東京でマン

ションが揺れている映像等を放送した。今回「i-report」の投稿数は史上最高を達成、また、取

材人員もこれまでにない数を投入した。これらは日本の経済力の重要性を物語っている。震災後

の政府と東電からの情報発信については，情報が遅い、錯綜する、或いは東電から 100 ページも

の大部の科学的なレポートのみが提供されるといったような問題が存在した。日本からの情報発

信を担う特派員として、このような取材現場での焦燥感が募ったが、「文化の衝突」のような状

況で最善を尽くし、公平であろうとした。素人が「原発」に取り組むのは難しかったが、この津

波・原発という災害取材から得た多くの教訓をグローバルに活かしたい。 

 

第 2 セッション「復興とメディア」 

ウルリケ・シェファー氏（ドイツ） 

 ドイツでは、日本での事故を受け、10 年以内の脱原発を決めた。ドイツでの報道は、震災当日
は地震、津波関連だったが、後に原発中心になった。脱原発は人口の 80％に支持されているが、
福島の事故だけではなく、長期の議論の結果でもある。独メディアは、日本、東電の危機管理、
特に情報発信が不十分で、日本国民ですら放射能のリスクについて十分な情報を提供されなかっ
たと伝えた。また、ドイツの専門家が、ある紙面で、東電による福島原発でのバックアップやメ
ンテナンスの不備、政府の監督不十分を指摘したが、こうしたことが民主国家で起きたことにド
イツ国民は衝撃を受けた。自分は、(1)原発政策の決定に関し日本国内で責任の押し付け合いがあ
る、(2)政府関係者は将来の政策、復興について合意形成が必要だと言うが、合意形成の方法につ
いては、これまで無視してきたのか、正確な答えを持っていない、と感じている。 

プリシィラ・ベバラジュ氏（インド） 

 原発事故のために、インドでは、震災関連の報道が地方紙においても何日も大きく取り上げら

れ、「福島」も一気に全国的に有名になった。インドでは、ここ数カ月、フランスやロシア製の

原発が建設されている各地で、逮捕者を出すほどの大規模な反対デモが起こっている。インドで

は、事故前の日本同様、原子力の安全規制機関と推進機関が同じ省庁に属しており、インドの原

子力関係者は日本の経験から学ぶべき。インドでは中央政府が情報を管理しようとする傾向があ

るのだが、日本でも、地元レベルでの情報、安全政策の不足等の事情があったのではないか。原

子力の是非についてはインドでも議論があるが、メリットだけでなく、コスト、リスク、責任の

所在も踏まえて考える必要がある。 

 ●コラム
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イ・ソンギ氏（韓国） 

 福島の事故は、天災というより人災。事故の責任者は十分な調査の上、制裁を受けるべきだと

考える。迅速な復興のため、地方政府での被災企業向け支援の手続きはより簡略化されるべき。

社会的な統合も重要。日本では、地域間の対立が激化し、社会の繋がりが弱くなっていると言わ

れるが、政府は率先してこれらの問題を解決すべき。エネルギー政策では、日本の首相は原発依

存度を下げるとしているが、省エネ、持続可能なエネルギー開発への投資が必要。先進国が原発

を縮小するのは難しい。危険性は高いが、原発との共存を考えなければならないだろう。 

ベネディクト・ブローガン氏（英国） 

 震災時には、我が社のネット記事閲覧が世界中で増えた。我が社は、地震発生から 24 時間以内

にスタッフをロンドン、中国から日本へ派遣し、在京特派員をサポートさせた。2 週間大々的に

報道したが、震災のニュースは、英国でも強い共感をもって受け止められた。ここ一週間も、各

報道機関が、がれき処理の遅れや指導者の不在を含む復興の進捗状況を一面で伝えている。ジャ

ーナリストは、何よりも読者に対し信頼に足るものを提供し、権力について子細に追及する必要

がある。メディア自身の説明責任、読者との対話も重要だ。また、インターネット、ソーシャル

メディアの台頭によりスピーディな情報発信および情報発信への市民参加が可能となり、メディ

アを取り巻く環境は激変している。私たち「古いメディア」もこうした変革を一方的に押し付け

られるのではなく、それを率いていくことが必要。 

 

2. 議長総括 
 
 大震災により、日本と世界は大きく変わろうとしているが、メディアの役割の重さは変わらな

い。震災に伴う日本の危機は続くが、だからこそ、現状を厳しく検証し、未来に活かしていく必

要がある。東北は立ち直りつつあるが、がれき処理や絆の弱体化、原発事故の最終的な解決、更

には政治における不安など、日本が抱える問題は多い。だが、このような時こそ、メディアの存

在が問われる。正しい情報を伝えるだけでなく、正しい方向に進むための議論をリードしていく

のがメディアの役割だと信じている。 

                              
 

 

 ●コラム
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『偶然の科学』 
ダンカン・ワッツ著 青木 創訳 早川書房  

2,200 円＋税 

 

私たちは業務上、あるいは日常無意識のうちに様々なことを分

析し、今後を予測しようとしています。アップルはなぜ今日の

成功をつかんだのか、ジョブズのお手本だったソニーはなぜ凋

落の道を歩んでいるのか…原因を探り、明日の自分の成功をつ

かむための参考にしようとします。事実、世の中には様々な分

析本、ビジネス指南書があふれています。しかし、筆者は歴史

は繰り返さない、つまり歴史（過去）から教訓を得ることはで

きない、と一刀両断します。 

世界中のだれとでも 6 人目にはつながる「スモールワールド現

象」を唱えて注目された社会学者の筆者は、ネットワークを使

った大規模な実験を踏まえて、様々な現象が私たちが欲しがる

「セオリー」よりも「偶然」に影響されているということを証

明します。 

安直な分析にお気楽な予測をしてしまいがちな私たちの「常識」

を覆し、モノゴトを見極める新しい「視点」を与えてくれる書

と言えます。 

 

 

 

『売るワザ 鉄板パッケージ 121』 
竹内 謙礼 著 中経出版  

1.500 円＋税 

 

小さな文章でも、イザ書き始めようという時ちょっとした「助走

時間」が欲しいのではないでしょうか。少し気の利いた展開にし

たいのだけれど、何か「つかみ」が欲しいのだけれど、アイデア

が浮かばない時、その「助走時間」にパラパラと頁をめくるのに

うってつけなのが本書です。居並ぶ 121 のキャッチコピーは、は

っきり言ってベタ、陳腐なコピーのオンパレードなのですが、こ

こまで拾うか！という小ワザの数々も一緒に並んでいて、ヒント

が満載。表紙には「売れる販促企画・キャッチコピーの作り方」

とあって、「広報」とはひと言も書いてありませんが、ちょっと

経験のあるＰＲパーソンなら参考にできるワード、あるいはアプ

ローチ法が見つかるはずです。 

 

 

 

 

 

広報委員会 委員 

多羅尾 智子 

（㈱一粒舎） 
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■ 会員便り 

 

電通の横断プロジェクト 電通ソーシャルメディアラボが 

スティーブン・Ｄ・ラパポート著の 

「リッスン・ファースト！ ～ソーシャルリスニングの教科書～」を翻訳・監修 
 

 
 本書は、現在のマーケティングの貴重なリソー

スであり、日進月歩で進化する「ソーシャルリス

ニング」（傾聴）に関して、最先端の米国広告業

界の優れた見識を結集して、広告マーケティング

や製品開発におけるリスニングなどの豊富な事

例を挙げて詳細に解説しています。 

日本語版においては、日本のソーシャルメディ

ア環境も踏まえ、日本の有識者によるコラム、座

談会など、独自のコンテンツが加えられています。 

  

共感を呼ぶメッセージの開発、商品・サービス

の改善、レピュテーション（評判）のマネジメン

トなど、戦略ＰＲの視点からも、役に立つ知見が

満載されております。 

 

マーケターはもとより、経営、事業戦略、製品

開発者から販売担当者まで、すべての企業活動に

おいて「ソーシャルメディア時代の行動論」とな

りうる一冊となっております。 

 

 

 

＜書籍データ＞ 

【タイトル】 「リッスン・ファースト！ ソーシャルリスニングの教科書」 

【形    態】 単行本（Ａ5 ソフトカバー）: 352 ページ  

【出  版 社】 翔泳社  

【著    者】 スティーブン・Ｄ・ラパポート (著) 

電通ソーシャルメディアラボ (翻訳) 

【発  刊 日】 2012 年 4 月 13 日 

【価     格】 2,200 円（税別） 

 

 

※本書は全国の書店およびオンラインショップにて販売しております。 

翔泳社オンラインショップ 

http://books.shoeisha.co.jp/ 

 

 ※当該書籍「リッスン・ファースト！ ソーシャルリスニングの教科書」は協会事務局にござい

ます。お貸出しできますので、ご興味のある方はご一報ください。 
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書籍「リッスン・ファースト！」より 
 

座談会「ソーシャルメディアＰＲ戦略について」＜一部抜粋＞ 
 
〈パネリスト〉（敬称略） 

徳力基彦（㈱アジャイルメディア・ネットワーク株式会社 代表取締役社長） 
池田紀行（㈱トライバルメディアハウス 代表取締役社長） 
斉藤 徹（㈱ループス・コミュニケーションズ 代表取締役社長） 

〈モデレーター〉（敬称略） 
  細川一成（㈱ 電通パブリックリレーションズ コンサルタント） 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

経営者層は、問題が起きた有事の際にソーシャルメデ

ィアを見る機会が多いわけですから、恐れているわけ

です。でもそれは無知故の恐怖で、ソーシャルリスニ

ングだとまず話を「聞く」だけで対話しなくてもいい

わけですから、恐れるようなことは起きないですよね。

そういった意味でも、リスニングから先にやるという

のはありですね。（斉藤） 

（セミナー講演する際にTwitterでブランド名を）検索

すると、いままさにユーザーが交わしている会話が出

てくるじゃないですか。そうすると、みんな興味深く

見てくれます。だって、１分前に自社の商材について

ツイートされているんですから。悪いことなんてそん

なに書かれているわけではなく、「キャンペーンに参

加したよ」「この前食べたけど、美味いよね」といっ

たツイートを実際に見てもらうわけです。（池田） 

実は、監視目的であってもリスニングをしたことによ

って、ポジティブな声が多いことに気が付き、価値観

が変わるケースが数多く出てきています。日本は反対

派の勢力が強かったわけですけれども、徐々に反対派

が肯定派に変わっているのはおもしろい点です。   

（徳力） 

巨大なデータを解釈するだけで用が足りて、人間の勘

や経験知が通用しなくなるという考え方が生まれてく

るかもしれません。でも、最終的にはそれを使う人材

が大事になる気がします。（細川） 

 ●会員便り
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韓国の代表的な総合ＰＲコンサルティング会社 KPR & ASSOCIATES，INC．が

韓国の大学生の間で一番人気のＰＲ企業に選ばれました。個人賛助会員Ｂで

あるＫＰＲの Chair Kay H. Imm 氏からこれに関して以下の文章をいただきま

したので、掲載させていただきます。 
 

 

ＫＰＲ、大学生が選んだ「就職志望ＰＲ企業」第一位 
 

韓国の大学ＰＲサークル連合体である韓国大学生ＰＲ連合会（ＫＵＰＲＡ）は最近開かれた「第

3回韓国大学生ＰＲフェスティバル・アワード」の就職志望ＰＲ企業調査でＫＰＲがトップだっ

たと発表しました。 

選定理由は、「ＫＰＲは毎年『ＫＰＲ 大学生ＰＲアイデア公募展』を開催して、ＰＲ産業に対す

る大学生の興味・関心を高め、未来のＰＲ人の質的向上と基盤強化及び韓国ＰＲ産業の発展を目

指して先頭に立ってきた」ということです。ＫＰＲは 2004 年から当該公募展を開催して、若くし

てクリエイティブなＰＲ人材を発掘、育成して来ていますが、それが評価されたものです。 

 

1989 年から今年創立 24 周年を迎えたＫＰＲは約 125 人のＰＲ専門家が様々な分野のクライアン

トのために消費財、ＩＴ、金融、企業ＰＲなど伝統的なＰＲを始め、スポーツ・マーケティング、

公共分野ＰＲ、イシュー危機管理、ヘルスケアＰＲ、オンラインＰＲ、写真映像ＰＲまで、専門

ＰＲチームがオーダーメード サービスを提供しています。 

また、ＣＳＲ専門チームを構成し、社会貢献活動を通じて市場を作り出す持続的発展の可能性を

模索する企業と機関のクライアントに特化したサービス提供、3月には韓国のＰＲ業界初の「ソ

ーシャル・コミュニケーション研究所」（Social Communication Research Lab）を発足、新しい

コミュニケーション手段として浮かび上がっている企業のソーシャルメディア及びＳＮＳ環境に

基づいたリサーチと産学共同研究を始めることになりました。 

 

クライアントのニーズに合致するＫＰＲの戦略的なコンサルティングと実行プログラムは国内は

もちろん海外でも高い評価を受けてきました。 

1993 年、国際ＰＲ協会（ＩＰＲＡ）の「ゴールデン・ワールド・アワード」で金賞を受賞し、Ｐ

Ｒコミュニケーション分野の世界的な調査機関であるホムズ・レポート（The Holmes Report）で

「今年の韓国のＰＲ企業（Korean Consultancy of the Year）」に選定されるなど 9年連続、様々

なＰＲ賞を受賞しています。 

 

ＫＰＲは、戦略的なコンサルティング能力と実行ノウハウを世界に認められており、韓国のＰＲ

産業発展と産学共同に重要な役割を果たしております。 

 

 ●会員便り
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● 4 月 16 日（月） 『電通報』 

 

 当協会が編著し 4 月 5 日に刊行した「広報・ＰＲ資格試験 参考問題集」、「改訂版 広報・Ｐ

Ｒ概論」について、電通報で取り上げられました。 

記事中では、「広報・ＰＲ資格試験 参考問題集」、「改訂版 広報・ＰＲ概論」の判型、ページ

数、価格、問合せ先が紹介されています。 

 

 

 

 

 

● 4 月 26 日（月） 『新聞改造』 

 当協会が 4月 1日より、社団法人から公益社団法人に移行したことが取り上げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＲＳＪ ｉｎ Ｍｅｄｉａ 

 ●協会掲載記事

編集担当より 
会員のみなさんの情報をお寄せください！！ 

本誌では会員の動向・消息や、会員から会員へのお知らせなどを積極的に掲載いたします。 
ビジネスに直結する情報に限らず、会員交流に関するものでも結構ですので是非ご一報ください。



- 26 - 

“マーケティング・テクノロジーフェア 2012 in 大阪”のご案内を以下のとおりい

ただきましたので、会員の皆さまにお知らせいたします。 
 

 

 

ソーシャルメディア業界を牽引する有力ベンダーをはじめ、グーグル社が次世代のマーケ

ティングテクノロジーを語る！ 
世界各国でトレードショーを企画・主催しているＵＢＭグループがイギリス、中国など世界数ヶ

国で開催している最新のマーケティングテクノロジーが集結する一大イベント「マーケティン

グ・テクノロジーフェア」がいよいよ 6月、大阪にて日本での初開催を迎える。 

会期中はセミナーを中心にデータベース、ＣＲＭ、デジタル 3 つのプロダクトカテゴリーを設定

して、業界の有力ベンダーによるソリューションや最新トレンドの紹介からユーザー企業による

自社の取り組みなどが発表される。特に注目されるのは、フェイスブックやツイッターなどのソ

ーシャルメディアの取り組み、ウェブサイトを活用した次世代のマーケティング技術などの動向

が挙げられる。 

▼▼▼オフィシャルサイト▼▼▼ 

http://www.tfm-japan.com/ 

◎開催概要  

名 称： マーケティング・テクノロジーフェア 2012 in 大阪 

       [同時開催] コールセンター/ＣＲＭ デモ＆コンファレンス 2012 in 大阪 （第 5回） 

[合同開催] ネット＆モバイル通販ソリューションフェア 2012 in 大阪 （第 2回） 

会 期： 2012 年 6 月 13 日（水）・14 日（木）  

会 場： [展示会]マイドームおおさか、[特別講演・セミナー]大阪商工会議所 

主 催： リックテレコム 月刊「コンピューターテレフォニー、UBM ジャパン 

■開催プログラム 

展示会、特別講演、セミナー 

■入場方法 

[展示会] 無料 （ＷＥＢサイトによる事前登録か招待券の持参） 

[特別講演・セミナー] 無料 （ＷＥＢサイトからの事前登録制） 

 

◎対象製品カテゴリー 

■デジタル 

ソーシャルメディア、モバイルマーケティング、ＷＥＢ分析、クチコミマーケティング、ＳＥＯ、他 

■データベース 

ＢＩ（ビジネスインテリジェンス）、マーケティングアナリティクス、データマイニング、データ

マネジメント、データベース構築、ドキュメント管理、他 

 ●掲示板

マーケティング・テクノロジーフェア 2012 in 大阪 
2012 年 6 月、待望の日本初開催！ 
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■ＣＲＭ 

顧客管理、顧客分析、ＳＦＡ／ＳＦＯ、カスタマーエクスペリエンス、カスタマーインテリジェ

ンス、他 

 

◎特別講演 

■6 月 13 日  

［Ｍ－1］  ソーシャルメディア時代のサントリーのコーポレートＷＥＢ戦略 

 

＜講 演＞ 

サントリーホールディングス㈱ 広報部 デジタルコミュニケーション開発部長 坂井 康文氏 

<コーディネーター> 

㈱メンバーズ 執行役員 原  裕氏 

■6 月 14 日 

［Ｍ－7］  次世代のデジタルマーケティングテクノロジー（仮題）  

 

<講 演> 

グーグル㈱ 

 

［Ｍ－8］   【中国市場】～世界最大級の情報配信企業が語る！～日本企業の中国市場進出する

ために何をすべきか！？  

企業＆製品のブランディングからマーケティング戦略まで 

 

<講 演> 

ＰＲ Newswire Japan マルチメディア シニアマネージャー ローザ・ヤム氏 

 

［Ｍ－9］   ソーシャルメディア白書セミナー 

 

<講 演> 

㈱トライバルメディアハウス 

 

◎来場対象 
 

経営から広報、マーケティング、営業企画まで様々な部署に所属する方に役立つ情報が満載！ 

 

●経営、経営企画担当の方 

●企業の総務、広報・ＰＲに携わっている方 

●企業・製品の広告・宣伝に携わっている方 

●製品のマーケティングに携わっている方 

●ソーシャルメディアの企画、構築、運用に携わっている方 

●データベースの構築、運用に携わっている方 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

マーケティング・テクノロジーフェア運営事務局 

（ＵＢＭジャパン㈱内） 

TEL：03-5296-1020  

Email：info@tfm-japan.com 

 

 ●掲示板



[第1日]
・パブリックリレーションズの基礎　(90分）
・広報・ＰＲ実務と計画立案の基本　(90分）
・コーポレート・コミュニケーションズと企業における
広報・ＰＲ活動の実際　(90分）
・インターナル・コミュニケーションの実際　(90分）
・広報・ＰＲパーソンの心構えと自己啓発　(90分

[第2日]
・ＰＲ会社の役割と仕事　(90分）
・広報・ＰＲの倫理と法規（著作権等）　　(90分）
・ニュースリリースの基本作成実習　(240分）

[第3日]
・新聞、テレビ、雑誌等のメディア特性とメディアリ
レーションズ　(90分）
・ネットの特性と広報における活用　(90分）
・メディアリレーションズの基本実習（「実践メディアリ
レーションズ」）　(240分）

ＰＲアワード受賞プロジェクトに
興味のある広報・ＰＲ関係者

・「ＰＲアワード2011」のグランプリ、4部門最優秀賞を2回に分けて紹介し、プロジェ
クト事例の解説し、企画の考え方について学ぶ。

5月・6月
・第1回　ＰＲアワード趣旨/ＭＣ部門/イノベーション
部門
・第2回　ＧＰ/ＣＣ部門/ソーシャル部門

開催時間は検
討/2日間

150名

ニュースリリース活用講座
--ネット時代に対応したニュースリ

リースの活用--

ニュースリリースの概念や基本的な作成法、メディアの種別や特性を学び、ネットと
とも連動する広報ツールとしてニュースリリースの効果的な活用法を講義と演習を
通じて習得する。

240分/1回 60名

マーケティングＰＲ強化講座
--IMCとソーシャルメディアの活用--

マーケティングＰＲの概念やソーシャルメディアをはじめとするさまざまなメディアを
効果的に活用する活動計画の立案法を、講義と演習を通じて習得する。

240分/1回 60名

クライシスコミュニケーション強化講座
--緊急記者会見と危機対応のﾎﾟｲﾝﾄ

--

緊急記者会見のシミュレーショントレーニングの経験を通じて、企業や団体の危機
的事態における心構え、マスメディアへの対応のポイントについて習得する。

240分/1回 60名

コーポレート・コミュニケーションの概
念と戦略・計画の立案

企業広報の基本となるコーポレートコミュニケーションの概念を企業の実例を交え
て解説し、広報戦略や計画の立案のポイントについて習得する。

講義（120分） 19:00～21:00

危機管理の心構えとクライシス・コミュ
ニケーション推進のポイント

不祥事や事故、ネットにおける炎上や情報漏洩など、企業団体における危機的事
態の原因、成功や失敗について実例を通じて解説し、広報・ＰＲ担当者が備えるべ
き心構えや対応のポイントを習得する。

講義と演習（240分） 17:00～21:00

マーケティング/ブランディングを基礎
としたコミュニケーションの計画と実施

マーケティングＰＲのベースとなるマーケティングやブランディングの概念、考え方
を解説し、演習をとおしてコミュニケーション計画の立案や活動実施のポイントを習
得する。

講義と演習（240分） 17:00～21:00

ＣＳＲ、ＩＲと連携した経営と広報・ＰＲ
戦略の展開

企業価値の向上に不可欠となっているＣＳＲやＩＲの企業経営における位置付けや
機能を確認し、先進企業のケーススタディをとおして企業をとりまくステークホール
ダーへのコミュニケーションのポイントを習得する。

講義（120分） 19:00～21:00

グロバール企業におけるグループ広
報の実際とコミュニケーション戦略

グローバルにグループ展開している日本企業が行うコミュにーション活動につい
て、多様なケーススタディを通じてその戦略立案や計画推進のポイントを学ぶ。

講義（120分） 19:00～21:00

企業広報におけるインターネット導入
の実際と効果的な活用

マスメディアと共存する新しいメディアとしてWebやソーシャルメディアを企業広報に
どのように位置付け、活用していくべきか、実例をとおしてそのポイントを学ぶ。

講義（120分） 19:00～21:00

広報・ＰＲ活動を評価する効果測定の
実際と新技法

広報・ＰＲ活動の効果測定の現状と新しい傾向を実例を通して学び、どのように効
果測定を実施し活用していくべきかそのポイントを学ぶ。

講義（120分） 19:00～21:00

過去問題を活用し、模擬試験と解説で構成。全4回。 7月、1月 演習（120分）
各120分/週１

回
4日間（夜間）

60名（会場
受講者）

ニュースリリース、広報・ＰＲ計画の立案作成（マーケティング）、広報・ＰＲ計画の立
案作成（コーポレート）の3テーマを講義と演習でそれぞれ構成。全6回。

6月、12月 講義と演習（150分）
各150分/週１

回
6日間（夜間）

60名（会場
受講者）

※各講座の詳細につきましては、順次ホームページ（http://event.prsj.or.jp）で発表いたします。 ＊カリキュラム及び講師については、変更する場合があります。予めご了承ください。

Copylight © PUBLIC RELATIONS SOCIETY OF JAPAN 2012. All Right Reserved.

広報・ＰＲ基礎講座

ソーシャルメディア基礎講座
「今さら聞けないネットＰＲ」

基礎コース

従来、初級・入門編と
して実施していた座学
の集中カリキュラム

ＰＲ会社や広報セクション等に
入社、配属された新任もしくは
経験の浅い広報・ＰＲ業務の担
当者。広報・ＰＲを基礎から学
びたい方

コース コース目標 対象者 講座名

4月

11月～2
月

各60名

広報・ＰＲにおける専門的な知
識、スキルの習得に意欲があ
り、プロフェッショナルとして自
らの実務能力の向上をめざす
方

実務スキルの向上に意欲のあ
る広報・ＰＲ関係者

150名
・パネルディスカッション（各120分）
（6月に交流会を開催。第1部各社担当者のショート
スピーチ、第2部懇親会で構成）

夜間　120分ソーシャルメディア実践講座

専門・応用コース

従来、中級・上級編と
して実施していた座学
及び演習付きカリキュ
ラム

[事例研究]広報・ＰＲプロジェクト最新事例セミナー
---「ＰＲｱﾜｰﾄﾞｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ表彰企業の取組みに学ぶ--

-

広報・ＰＲ
実践スキル
アップコース

プロフェッ
ショナル
広報・ＰＲ実
務シリーズ

期間

Twitter、mixi、Facebookの最も基本的な使い方を学ぶ。会員限定。

実際に企業や団体の広報、マーケティングの分野で多様なソーシャルメディアを活
用しているキーマンによるパネルディスカッションをとおし、活用のポイントや留意
すべき問題点について探っていく。

講座概要

企業の新任広報担当者、ＰＲ会社等の広報業務従事者に必要な基本的な知識、
スキルを3日間で習得する。

10名

60名

5月

9月
講義と演習（240分）
3回一括受講者に対してはパッケージ価格として10%
引きとする

ＰＲプランナー
試験対応コース

広報・ＰＲに関する知
識やスキルを習得さ
せ、ＰＲプランナー資
格認定・検定制度試
験を合格できる実力
を育成する

広報・ＰＲにおけるソーシャルメ
ディアの活用に興味のある方

4月、5月、7
月（6月交
流会）

広報・ＰＲ業務に興味を持ち、Ｐ
Ｒプランナー試験の合格をめざ
す方

広報ＰＲアカデミー2012　講座概要

1次試験対応講座

3次試験対応講座

・広報・ＰＲにおけるｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ活用概論（60分）
・Twitter、Facebook等の操作実習（120分）

全日講座/3日
間

開催時
期

講座構成 定員

180分


